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今日はどうもありがとうございます．先ほ
ど諸富さんから，10 年くらい前，排出量取
引制度の導入に関していろいろあったという
話が話がありましたが，今また，新しいこと
がいろいろ起きています．もちろん期待はし
たいのですが，裏切られた記憶もたくさんあ
るので，そう簡単に，楽観的にはなれないの
かなと思うところもあります．今日の目標は，
今の動きをうまくプッシュすることに貢献で
きれば，今日の講演はそういうかたちで貢献
できればいいなと思っていますし，皆さんと
一緒に頑張りたいと思っております．
では，始めさせていただきたいと思います．

私のタイトルは，ちょっと長いんですが「グ
リーン・リカバリーと 2050 年カーボンニュ
ートラルを実現する 2030 年までのロード・
マップ」ということで，最初にグリーンリカ
バリーが世界でどんな感じで起きているかと
いうことをお話しして，その後に少し，いま，
私が関わっている，研究者グループでつくっ
ている．具体的な 2030 年までのグリーンリ
カバリー案，グリーンニューディール案，ロ
ードマップ案を紹介させていただければと思
います．
内容は，いま申し上げたこんな感じでして，
財政学研究会ということで，財源問題につい
ても議論させていただければと思います．

そのまた前振りの話で恐縮なのですが，い
ま，コロナ禍，環境問題，経済をどうするか，
いろいろな皆さんが議論しているかと思いま
す．これは私の簡単な雑感というか，独り言
みたいなものです．相変わらず命か経済か，
環境か経済かという，単純な二項対立的な議
論はありますし，コロナもまだ被害が見えな
いし，そもそもコロナは都市伝説だと思って
いる人が結構いるというニュースを最近聞い
て，そんなもんなのかなと思っているところ
はあります．また，アメリカ等の状況も，ま
さにそのようなところかと思います．気候変
動問題とコロナ禍で共通しているのは，加害
意識の欠如，自分が人に感染させる，自分の
出している CO2 の排出量が他の人に被害を
与えるという意識が，多くの人は，やはり現
実的には持っていないのかなと思います．
そもそも，もうちょっとトランプが票を取
っていたら，もしかしたらアメリカはトラン
プ大統領にまたなっていたという，そういう
のを許す民主主義って何なのかなと思ったり
もしますし，言葉はよくないかもしれません
けれど，人間の愚かさというか，そういうと
ころも考えてしまう今日このごろではありま
す．
以上は独り言でして，グリーンリカバリー
の話に移ります．
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グリーンリカバリーは，いろいろなバージ
ョンなり，いろいろな人がいろいろなかたち
で言ってはいるのですが，ここに挙げたよう
な雇用拡大，経済成長，リバウンドを防ぐ．
ついでにレジリエンスも確保して，大気汚染
対策にもなるようにすると．こんなところが
キーワードかなと思っています．
雇用は，その中でも最大のキーワードでし
て，バイデン大統領が，グリーンニューディ
ールの話をするときに，「温暖化」という言
葉は確か 10 回くらいしか言わなかったんで
すけど，「job（雇用）」という言葉は 40 回く
らい言ったとか，そのような話も聞いたこと
があります．なので，雇用というのは非常に
大きなテーマになっているかと思います．
もう少し具体的には，企業を救済するとき
に，緑のひも付き投資条件を考えるとか，制
限するとか，そのようなこともありますし，
自然資源保全なり，公園なり，そういうもの
への投資．あとはいわゆるグリーン投資，グ
リーン製品，グリーン研究開発，これは基本
的には省エネと再エネだと思います．そして
環境規制強化，規制緩和回避とありまして，
基本的には，いままで環境対策，温暖化対策，
その後に「グリーンニューディール」という
言葉があって，コロナからのグリーンリカバ
リーということなのですが，中身は，基本的
にはいままでわれわれがずっとプッシュして
きたことと，そう変わらないかなとは思いま
す．
実は 2009 年のリーマン・ショックのとき
に，どの国がどれだけグリーンリカバリー，
すなわち復興策の予算の中で，どれだけ環境
保全対策の予算があったかという研究は幾つ
かあります．そんなに多くはないのですが，

二つ，私が見ている限りではありまして，こ
れはそのうちの一つです．
これを見ると，日本は予算の中で 2・6％
ということなので，それほど多くないと．実
は国際的な予算の中身の比較というのは結構
難しくて，これも額面通りに信じてしまうの
はどうかなと思うところもあるのですが，昨
今，日本でも復興予算の議論がある中で，あ
まりその中でグリーンリカバリーの割合がど
うだこうだという議論を，日本では聞かない
ので，たぶん，こんなものかなと．かつ，今
回のコロナ禍のリカバリーも，このままでは
こんなものかなという気はします．
先ほど雇用と申し上げたのですが，これは

IRENA（国際再生可能エネルギー機関）が
出したグリーンリカバリーの報告書に載って
いるグラフです．どういうものかというと，
上が再生可能エネルギー，省エネ等で増える
雇用です．下がエネルギー転換，いわゆる省
エネ・再エネで化石燃料を減らして，この
IRENAのやつでは原子力の下になっている
のですが，失われる雇用というのがこのくら
いあると．
何を言いたいかというと，エネルギー転換
で増える雇用は 549 万人なんですけれども，
減るのは 100 万人程度だと．なので，エネル
ギー転換した方が雇用は増えるよというよう
なことを示しています．国際機関である
IRENAがこういうことを示していて，原子
力と化石燃料が減る方になっていると．そう
いう整理も面白いですし，実際の数字という
のも面白いかと思います．
これは IEA（国際エネルギー機関）のグリ
ーンリカバリーの報告書で，横軸が創出され
る雇用者数です．左側がCO2の削減コストで，
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右に行けば行くほど雇用が増えると．上に行
けば行くほど温暖化対策としてはコストが高
いというものになります．
一番雇用が増えて，温暖化対策コストも低
いのが Solar PV utility，いわゆるメガソー
ラーです．左上を見ると，Hydro new，
Nuclear new，まさに原子力の新設というの
は雇用も生まないし，温暖化対策としてコス
トは高いよということを IEAは言っている
と．10 年前は，こういうことを IEAが言う
とは誰も思わなかったのですが，いまはこう
いうことをもう，はっきり言っているのが
IEAです．よく温暖化対策のために原子力は
必要だという議論があるのですけれど，これ
を見れば，そう単純な話ではないということ
はお分かりになるのかなと思います．かつ，
それを IEAが言っているというのが重要か
と思います．
各国のグリーンリカバリー案を少し見てみ
たいと思います．EUは本当に包括的に，か
つ組織的に，かつ具体的に，いろいろな政策
なり，そのための財源を発表しています．ご
存じのように 27 カ国いるので，その中でか
なりもんで，なかなか交渉は難航しているん
ですけれど，やっとなんとかうまくいってい
るというのが，今日，昨日くらいのニュース
だったと思います．
中身はグリーンとデジタル，この二つはニ
ューディールのどの国も，このグリーンとデ
ジタルです．日本もそうですし，韓国もそう
だと思います．
規模としては 7500 億ユーロ，92，93 兆円
くらいですか．半分ずつくらいの割合で無償，
有償です．EUは緊縮財政ということをモッ
トーにしているので，あまり無償なり市場か

らお金を借りるということはなかったのです
が，今回はやはり市場からお金を借りると．
ですが，EUの場合，偉いのは，ちゃんとど
うやって返すかというのを事前に決めて，そ
れに関しても議論していることです．日本と
はかなり違うかなというところかと思いま
す．
中身ですけれど，住宅の省エネ，グリーン
暖房，自然資本投資に 250 億ユーロ，グリー
ンインフラ，EV関連インフラ，だいたい項
目はこんなものでして，かつ，割合としても，
実はグリーンリカバリーで一番多いのは省エ
ネです．特に既存の住宅のレトロフィットと
いうんですけど，省エネが非常にお得で，か
つすぐにできて，かつ雇用も増えるというの
で，「グリーンリカバリー＝既存の建築物の
レトロフィット」と言えるくらいに，実は住
宅の省エネというのは大きなものになってい
ます．これは日本でどうするかというのも，
まだ課題なんですが，いずれにしろ，省エネ
が一番大きいと，頭に入れておいていただい
てもいいのかなとは思います．
アメリカに移ります．アメリカは下院気候
危機特別委員会というのが 2019 年 1 月にで
きました．これができた発端は，若い人たち
がナンシー・ペロシという下院議長の部屋で，
グリーンニューディール特別委員会をつくれ
と要求して，まさに部屋を占拠しました．そ
の成果として，グリーンニューディール委員
会の代わりに設立した委員会が気候危機特別
委員会です．
1 年半くらいをかけて，今年の 6 月 30 日
に 550 ページくらいのものすごく細かい報告
書を発表しています．それがどういう意味を
持つかというと，バイデンの新しいエネルギ
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ー温暖化政策のベースになっていると思いま
す．もちろん完全にベースになっているわけ
ではないのですが，7 割，8 割はたぶん，か
ぶるかなとは思います．
中身ですが，2030 年に 2010 年比 37％，
2050 年に 2010 年比 88％削減としています．
その 88％というのは，残りの 10％をまさに，
なかなか難しい船舶，飛行機，長距離トラッ
ク，鉄，セメントを残して 88％ということ
になっています．
他の国のグリーンリカバリーでよく出てく
るのですが，化石燃料をやめると PM2.5 の排
出も削減されるので，早期死亡が回避できま
す．毎年 6万 2000 人の早期死亡回避という
ベネフィットも明記されています．
具体的，健康と気候のベネフィットを数値
化して，このような数字になっています．な
ので，まさにこういう，アメリカはたくさん
研究機関なりシンクタンクなり，議員さんが
独自のグリーンニューディール，グリーンリ
カバリーを出しているんですが，かなりこう
いう，同じような数字で，同じような項目を
発表しているということは言えるかと思いま
す．
韓国に移りたいと思います．韓国はご存じ
のように，2020年 4月にに選挙がありまして，
2050 年までに CO2 排出量ゼロ，海外の石炭
火力発電所の融資停止，炭素税導入など，い
ろいろと公約では言っていました．ですが，
選挙に勝ったあとに，ちょっとここらへんは
静かだったのですが，7 月に Korean New 

Dealというものを正式に発表しています．
目標は，追従型の経済から先導型の経済へ
の移行，炭素依存経済から低酸素経済への以
降，不平等社会から包容社会への発展，日本

の野党も使えそうなスローガンがあるのです
けれど，こんな感じで発表しています．
具体的な投資額というのを，いままで申し
上げたようにグリーンリカバリーは 2025 年，
2030 年までにどの分野にどれくらい投資を
するという数字がセットになっている場合が
非常に多いです．韓国の Korean New Deal

の場合は，160 兆ウォンを投資して，そのう
ち政府予算 7割，民間 3割，政府がかなり多
いのが韓国の特徴なのですが，これで 1190
万人の雇用創出ということを言っています．
中身は公共建築物の改造，まさにレトロフ
ィットなり，都市林の造成，見ていただけれ
ば分かりますように，EUなりアメリカのグ
リーンニューディール，グリーンリカバリー
とかなり似ているところはあります．
かつ，もう一つ，実はグリーンリカバリー
の特徴が，どの国もセーフティネット，いわ
ゆるエネルギー転換によって雇用を失う，ま
たは雇用を転換せざるを得ない人たちがいる
と．その人たちに対して，どのようなケアを，
どのような対策を打ち出すかということもか
なり細かく議論して，発表しています．
これは韓国版が出た 2週間後くらいに英語
版が出ていて，まさにこれはいわゆる韓国の
国際社会に対する対応の速さというか，戦略
というか，K－ POPもそうだと思うのです
けれど，常に国際社会に対するアピールを英
語でやるというのは，韓国はすごいなと思い
ます．
表紙を開けると大統領が出てきて，この

Korean New Dealというのは，Foundation 

for Korea's next 100 years，たぶん「国家百
年の計だ」ということを言いたいのだと思う
んですが，こんな感じで裏表紙に出てきます．
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先ほど申し上げましたように，デジタルと
グリーンとセーフティネット，この三つが韓
国の Korean New Dealの三つの大きな柱に
なっています．
具体的に，かつ素晴らしいと思うのは，
2022 年，2024 年から 25 年，それぞれどの分
野にどういうプロジェクトでどれくらい投資
をして，雇用はどれくらい創出するという数
字を出しています．これはたぶん，投資額か
ら産業連関表を使って雇用者数を計算してい
て，われわれもそれを日本の場合でやってい
るのですけれど，そうだとしても，かなり具
体的にここまで数字を出しているグリーンリ
カバリーというのはそう多くないので，研究
者から見ると，韓国のグリーンニューディー
ルの評価は高いです．
韓国のグリーンニューディールの中の，こ
れはまさにセーフティネット．失業対策のと
ころで，具体的にどういう政府が，どういう
お金をどのくらい使って，それで対策，雇用
がどれだけ増えるかということを，必要対策，
雇用転換のいわゆる公正な転換，ジャスト・
トランジションにおいても数字で議論してい
ます．
このようなものを踏まえて，日本のグリー
ンリカバリーをどう考えるかということをち
ょっと駆け足になるかと思いますが，お話し
させていただきたいと思います．
これは発表したのは去年の 6 月なのです
が，何人かの研究者と一緒に「原発ゼロ・エ
ネルギー転換戦略」というものをつくってい
ます．その研究者たちは，もう何十年も研究
をやっているような人たちでして，その人た
ちのアウトプットをうまく整理してまとめた
ようなものです．日本のグリーンニューディ

ール案になることを意識して作りました．
いま，つくっていて，今日，ご紹介させて
いただくのは，これのアップデートしたもの
で，2030 年までに具体的にどれだけ，どの
分野に投資をして，どれだけ雇用が増えて，
政策がどういうものが必要で，それは民間な
のか公的資金なのか，そんなのを議論した報
告書をいまつくっています．
エネルギー転換戦略の数値目標なのです
が，これは既存技術のみを想定した場合です．
たぶん電力でぱっと見ていただくと分かりや
すいと思うんですが，省エネ，2030 年に再
エネ電力割合 44％，省エネ発電量 30％．こ
れだと CO2 排出量が 1990 年比で 55％にな
ります．ちょうど EUの 55％，昨日決まっ
た数字と同じです．
2050 年は，CO2 排出は 93％になって，残
る 7％はまさにそういう革新的新技術，水素
還元製鉄なり，水素燃料で飛行機を飛ばすと
か，そういうものを想定すると 100％になる
と．いま，実用化されている技術だと 93％
になるという，具体的な数字を出しています．
そのための投資額として，2030 年までに
202 兆円，民間 150 兆円，公的資金 50 兆円
というふうに計算しています．光熱費削減額
が累積で 358 兆円，雇用創出が 2030 年まで
毎年 254 万人，経済波及効果が 489 兆円，年
間 48・9 兆円．これも産業連関表で計算した
ものです．そして CO2 排出量は，先ほど申
し上げたように 55％減，2013 年比だと 61％
になります．大気汚染による死亡の回避，こ
れは，私は大気汚染もやっているので計算し
て，2920 人の死亡を回避できます．
もうちょっと中身を紹介しますが，こんな
感じで 2050 年，まだちょっと，いまの技術
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だけだと CO2 は残るのですが，それ以外は
省エネ，追加再エネで減らせると．BAUに
比べると，こんな感じになるというようなも
のです．
どこの分野にどれだけ投資するかというこ
とも計算していて，これは数字は兆円です．
再エネ発電所，電気自動車，それぞれ四角の
大きさは，その投資額を示しています．投資
額の計算の仕方は，再エネは具体的にどうい
う再エネが，どのくらいの，幾らのやつがい
つごろ入るという具体的な数字を計算して，
足し合わせています．省エネの部分は，投資
回収年数を各分野で決めて，削減しなかった
部分，BAUとの光熱費の毎年の削減額を，
投資回収年数で掛けたものを投資額としてい
ます．ちょっとこれはややこしいですので，
また後で時間があれば説明したいと思いま
す．
これがもうちょっと細かい，どの分野でど
れくらいの投資が必要かということを示して
います．
では，光熱費削減額と累積の投資額，どち
らが大きくて，どれだけ差があるかと．この
差が大きければ大きいほど，エネルギー転換
をした方がいいということが言えるかと思い
ます．これはエネルギー転換のレポートでは
必ず出てくるような比較でして，だいたいど
の国もこのような数字を出していますし，シ
ンクタンクとかコンサルでもこんな数字をよ
く出してはいます．
もう一つ，われわれが頑張ってやったのは，

じゃあ具体的に供給不足にならないかと．
2030 年石炭ゼロ，原発ゼロで供給不足にな
らないかということで，過去 3年間で一番再
エネが厳しいとき，量が小さいときとか，い

わゆる残余需要が一番大きいときの日を選ん
で，そのときに化石燃料・石炭ゼロで，2030
年でどうなるかというのを管区ごとに計算し
ました．
結論を言うと，ちょっと難しくなるのは，
北陸電力管区と四国電力管区です．それは単
純に，いま石炭と原子力に頼っているからで
す．ですが，そこも他の電力管区から域内融
通をするなり，デマンドサイド・マネジメン
トをするなり，揚水を活用するなり，蓄電池
を活用するなりをすれば問題ないということ
を，定量的に示しています．
電力価格も，将来，化石燃料の価格は IEA

の予想に基づいて計算すると，いわゆる消費
量も含めた発電コスト総額というのは，エネ
ルギー転換戦略の方が減ります．そして発電
コスト単価というのは，2030 年くらいまで
は同じくらいかなと．そのような計算もやっ
ています．
大気汚染のコベネフィットというのも先ほ
ど申し上げましたけれど，エネルギー転換戦
略，いま，私たちがやっているもので考える
計算をすると，2920 人の肺がん，心筋 塞，
脳血栓など，循環器系で早く死んでしまう，
死ななくてもよかったのに死んでしまうよう
な人が 2920 人防げるということになります．
かつ雇用に関して，いま，このようなイメ
ージです．これも発表するといろいろと，石
が飛んできそうかもしれないんですが，雇用
転換で影響を受けるのは，いわゆる六大
CO2 排出産業，エネルギー多消費産業で，
日本においての彼らの雇用というのはだいた
い 15 万人プラス原発 5万人の，20 万人くら
いいます．それでエネルギー転換で生まれる
雇用はどのくらいかというと，すでに再エネ
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で 27 万人雇用していて，エネルギー転換戦
略で，先ほど申し上げたように 254 万人，毎
年雇用が維持されると．それぞれの内訳もそ
こに書いてあるようになります．
当然，こういう計算は産業連関表を使った
ものなので，現在の雇用と単純に比較してい
いのかという議論，問題はあるかと思います．
ですが一方，エネルギー転換で影響を受ける
雇用が 20 万人の全ての人が失業するわけで
はなくて，企業内の異動などもたくさんあり
ますので，規模感なりイメージ感，少なくと
もこのようなものを基に，日本でも議論を進
めていかなければいけないのかなと思っては
います．
ちょっと時間もなくなってきてしまったの
ですが，財源はいろいろですね．EUは国境
税調整とかと言っていますし，どうなるかは
分かりません．炭素税もいろいろと，返し方
をどうするかとかという議論はありますし，
われわれのエネルギー転換政策の特徴は，基
本的には省エネは民間資金，インフラは財政
支出，インフラは基本的には送電関係，運輸
関係，公営住宅，それで毎年 5兆円です．な
ので，それほど財政を圧迫するわけでもない
と考えてはいます．
まとめます．グリーンリカバリーは環境も
経済も，という，両方，ある意味では二兎を
追うものかと思います．経済成長はどうだこ
うだ，脱成長とか，資本主義は問題だとか，
そういう議論もあるんですが，取りあえずお
いておいて，環境も経済も，というのが，基
本的にはグリーンリカバリーの哲学なのかな
と思っています．それを実現可能にしたのが，
再エネの価格低下かと思います．例えば太陽
光パネルはここ 10 年で 10 分の 1になってい

ます．
各国がいま一生懸命やっているのは，2025

年，30 年までの分野別投資額，分野別新雇
用数，分野別 CO2 削減量，失業対策，財源，
返済計画などを細かく具体的に，定量的にど
こまで出すかというのが，競争にはまだなっ
ていないんですが，韓国は頑張っていますし，
EUも出していますし，アメリカもかなりい
ろいろな人が出しています．なので，まさに
日本もこれからやらなければならないという
ところかと思います．日本政府もいま，アメ
と のアメをなんとなく出しているのです
が，それで本当に，2030 年に大きく削減で
きて，2050 年にカーボンニュートラルが実
現可能なロードマップが達成できるかという
と，全然そんなことはないので，もっともっ
ときちんとした議論をしなければならないと
思います．
このようなエネルギー転換戦略，またはい
まのエネルギー基本計画の代替案というの
は，日本でも幾つか出ているのですが，だい
たい似ているし，つくっている人も結構かぶ
っているところもありますし，ここまで細か
いのは，われわれのエネルギー転換戦略しか
ないかなと思っています．なので，これをこ
れからのエネルギー基本計画なり温暖化対策
目標引き上げ，予算，衆院選挙などで使って
もらえるとありがたいなと思っているところ
です．
あと 1分だけよろしいでしょうか．すみま
せん．
○諸富　結構です．
○明日香　大丈夫ですか．
○諸富　どうぞどうぞ．どうぞ続けてくださ
い．
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○明日香　いま書いている報告書，もう少し
したら発表するものを少しだけ紹介させてい
ただければと思います．ご覧になれますか．
こんな感じで出していて，たぶん一番，皆
さんにとってご関心があるのは，この表だと
思います．このように各分野でそれぞれ，
2030 年までにどれだけの投資が必要で，民
間なのか国庫なのか，光熱費削減額はどうな
のか，・・・経済波及効果，雇用創出，投資
額当たりの雇用創出，2030 年の CO2 削減量
を分野ごとに 14 の分野に分けて計算してい
ます．いま，付加価値も計算しているところ
です．
いずれにしろ，こういう具体的な数字を基
に，いろいろな議論ができればと思っていま
すし，これがいい意味でたたき台になればな
と思っております．
まだこれは細かく需給の分析もしています
し，これが先ほど少し紹介しましたエネルギ
ー転換に CO2 排出産業，だいたい六つくら
いがよく出てくるのですが，それぞれ GDP

割合，事業主さんも，実は，日本においては
そんなにいま大きくなくて，原発も 5万人く
らいでして，これがこういうかたちでうまく
雇用転換，雇用吸収できる，少なくともこう

いう数字をベースに，より踏み込んだ議論を
日本でもしていかなければいけないかなと思
っています．それのたたき台になればいいと
思っています．頑張って年内には発表できれ
ばなと思っていますので，ご期待いただける
と幸いです．
取りあえず私の発表は以上です．どうもあ
りがとうございました．
（報告①終了）

○諸富　明日香先生，ありがとうございまし
た．
明日香先生のご報告よりグリーンニューデ
ィール，あるいはグリーンリカバリー政策に
ついて，全体のオーバービュー，概観を出し
ていただきまして，さらに最後には，明日香
先生の研究グループによるご執筆中の研究報
告書に基づいて，具体的な実現方策について
詳細なご報告をいただきました．どうもあり
がとうございました．
続きまして，IGESの金先生から，中国の

低炭素技術導入促進への投資政策についてお
話をしていただきたいと思います．先生，ご
準備はよろしいでしょうか．よろしくお願い
いたします．


